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2023年 10月 31日 

各 位 

 会 社 名 日 本 金 属 株 式 会 社  

代表者名 取締役社長 下川 康志 

（コード：5491 東証スタンダード）  

問合せ先 常務執行役員 丸山 尚之 

（TEL 03－5765－8105） 

 

2024年３月期 通期業績予想及び配当予想の修正（無配）並びに 

2024年３月期 第２四半期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2023 年８月 25 日の「2024 年３月期 第２四半期（累計）および通期業績予想の修正に関す

るお知らせ」にて公表いたしました 2024 年３月期の第２四半期業績予想及び通期業績予想を下記のと

おり修正するとともに、2023 年７月 31日の「2024年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」にて公表しておりました 2024年３月期の期末配当につきましても下記のとおり修正することと

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.業績予想の修正について 

（１）2024 年３月期連結業績予想の修正（2023年４月１日～2024 年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

54,000 

百万円 

100  

百万円 

50 

百万円 

0 

円 銭 

0.00 

今回発表予想（B） 50,000 △ 1,250 △ 1,350 △ 1,500 △ 224.07 

増減額（B－A） △ 4,000 △ 1,350 △ 1,400 △ 1,500  

増減率（％） △ 4.1 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2023 年３月期) 
52,566 1,273 1,283 916 136.94 

 

（２）2024 年３月期個別業績予想の修正（2023年４月１日～2024 年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想（A） 
百万円 

46,500 

百万円 

△ 600 

百万円 

△ 700 

百万円 

△ 500 

円 銭 

△ 74.69 

今回発表予想（B） 41,000 △ 1,950 △ 2,000 △ 1,900 △ 283.82 

増減額（B－A） △ 5,500 △ 1,350 △ 1,300 △ 1,500  

増減率(％) △ 11.8 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2023 年３月期) 
43,638 318 383 320 47.82 
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（３）2024年３月期 第２四半期（累計）連結業績予想と実績値の差異（2023年４月１日～2023年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

24,000 

百万円 

△ 800  

百万円 

△ 850 

百万円 

△ 600 

円 銭 

△ 89.63 

実績値（B） 24,266 △ 747 △ 796 △ 803 △ 120.02 

増減額（B－A） 266 52 53 △ 203  

増減率（％） 1.1 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2023年３月期第２四半期) 
25,894 852 817 553 82.70 

 

（修正及び差異の理由） 

 2023 年８月 25 日の時点では、通期の業績予想につきまして先行き不透明のため下期の業績予想を

修正せず、上期の業績予想の修正のみを反映させておりましたが、当第２四半期連結累計期間の業績

及び最近の市況動向等を踏まえ、上記のとおり通期の業績予想を修正いたします。 

 当社グループ製品の主要取引先である自動車関連産業は、国内では自動車生産台数に回復傾向が見

られるものの、サプライチェーン間での各種部品の在庫調整が予想以上に長引いており、また海外で

は特に中国における経済情勢悪化や自動車のＥＶ化による当社グループ製品を装備した欧米車・日本

車の販売不振、現地材料メーカーへの切替えが予想以上に早く進んでいること等から、需要の急な回

復は見込めない状況であると予想され、売上高は下期におきましても期首の予想を大きく下回る見通

しとなりました。 

 損益面につきましては、当社板橋工場第三圧延工場の新設備稼働による減価償却費の負担増やエネ

ルギー、原材料、副資材の値上がり等による原価率の上昇に対し販売価格の是正を進めているもの

の、その改定幅や実施時期の交渉が難航しており、また売上高減少に伴う各工場の稼働率低下に対し

ては、上期と同様に生産シフトの調整や事業コストの削減を鋭意進めてまいりますが、業績は大幅な

悪化が避けられない見通しです。 

 個別の業績予想につきましても、上記と同様の理由により修正するものです。 

  

２. 配当予想について 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 
円 銭 

― 

円 銭 

0.00 

円 銭 

― 

円 銭 

10.00 

円 銭 

10.00 

今回発表予想 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

当期実績 ― 0.00 ―   

前期実績 

（2023 年３月期） 
― 0.00 ― 5.00 5.00 

 

（修正の理由） 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要政策のひとつとして認識し、将来の事業展開に

備え財務体質の強化を図る一方で、毎期の業績や経済情勢などを総合的に勘案し、長期的な視野に立

って安定的かつ継続的に配当することを基本方針としております。 
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 しかしながら、上記「１.業績予想の修正について」に記載のとおり、通期業績が前回発表予想を

大幅に下回る見込みとなりましたため、誠に遺憾ながら当期の期末配当を無配とさせていただくこと

と致しました。 

 株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、一刻も早く業績を回復し、配当を再開させるべ

く、グループ一丸となって改善に取り組んでまいりますので、引き続きご支援を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

 

(注) 上記の予想数値につきましては、本資料作成日現在で入手可能な情報に基づいて作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


